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S&T Foresight Center, National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT 
ABSTRACT 
The 10th S&T Foresight Study is consists of three parts: This study, "Science and Technology 
Foresight by Field" and “Scenario Planning from the Viewpoint of Globalization”. In order to 
foresight mid-to-long term future of our society, focused at 2030-2050, the societal vision are 
required. Every foresight activity is inevitable to suffer from doxa and cognitive limitations. To 
avoid this, various kind of information sources (news, web, academic literatures) are employed to 
capture current trend. From this trend, a number of societal issues are listed and categorized into 7 
themes according to its nature. Workshops are organized theme-wise and possible consequences 
and potential solutions are discussed. Further, the result of these discussions are analyzed to 
extract common features. Those features are categorized according to their nature and named as 
“meta-tag”. The relationship between meta-tags and its implications are further analyzed. By 
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③ パート 3：「シナリオプランニング」（2015 年度実施） 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学技術予測調査 分野別科学技術予測」, 調査資料 240 ）においては、分野別委員会での
トピック選択における多様性・網羅性の確保で活用された。また、予測調査における③シ


















































































パート 1［ビジョン］： 将来社会ビジョンに関する検討  
人口構成及び産業構造の変化を軸とし、コネクト化（人やモノが繋がる）の進展も踏まえ、将来
社会の姿や価値観の変化について、ワークショップを開催して検討を行う。 
パート 2［科学技術］： 科学技術の抽出と評価（分野別科学技術予測） 
実現が期待される科学技術を抽出し、それらの重要度、国際競争力、実現可能性等に関する
専門家の見解をウェブアンケートにより収集する。 
パート 3［シナリオ］： シナリオプランニング（国際的視点からのシナリオプランニング） 




































































図表  3 調査プロセスの概要  
 
















③  ワークショップの実施 































社会課題を導き出すために、「メガトレンド 2014-2023」（日経 BP 社）と、総合科学技術
先進国の本格的老衰 :成熟がもたらす新市場  
1. シニア労働力活用  
2. シニア支援  
3. 女性の社会進出  
4. 家族の希薄化  
5. 高齢者の消費  
6. 幼児教育市場の変化   
7. ペット関連市場の拡大   
8. 老朽インフラ対策  
9. 世代間格差対策  
10. 移住ビジネス  
11. 観光ビジネス  
12. 教育ビジネス  
13. オランダ型農業立国  
14. 衛星・宇宙ビジネス  
15. 軍事技術の強化と輸出解禁   
16. アナログ技術への回帰  
17. 癒やし機能への欲求  
18. 女性化とユニセックス化   
19. 「ジモティー」「ヤンキー」化する若者  
新興国の成長ラッシュ:日本企業躍進の起爆剤  





22. 空気や水の汚染防止・浄化技術   
23. 「食の安全」問題  
24. 多剤耐性菌対策  
25. ユースバルジと BOP ビジネス  
市場の強大化: 国家機能にも及ぶその影響  
26. 世界的な特区競争  
27. 開発〜製造〜消費のグローバル化   
28. 官民の境界希薄化、民間委託  
『消費が美徳』だった時代の終焉 :サステナブ
ルな価値観の台頭  
29. エネルギー効率向上  
30. 天災対策  
31. シェールガスによる揺り戻し   
32. 食料不足対策  
33. 資源枯渇対策  
ポスト工業化社会の実像 :『人の心を算出す
る』機能の商用化  
34. 脱売り切り消耗品化  
35. 保守運用ビジネス〜BPO 
36. 保険・金融業化  
37. ファブライト開発へのシフト  
38. マーケティング手法の劇的進化  
リアルとバーチャルの相互連動 :脳から都市
までスマート化が加速  
39. AR（拡張現実）  
40. 自動運転車  
41. おもてなしサービス  
42. 「脳直」コミュニケーション  





45. ビジネスプラットフォーム設計  





48. 人体強化（生物系技術）  
49. 人体強化（非生物系技術）  













①  世界の中の日本  
②  製造業のサービス化  
③  人口構成  
④  知識社会  
⑤  都市・地域・コミュニティ  
⑥  食  
⑦  コネクト化・オープン化  
 
 





























































② 製造業のサービス化：PSS（Product Service Systems）、サービス・イノベーション、


























































図表  9 第 1 回投票を基に各論点をマッピングの例（テーマ⑤：食） 
  
 































































































































































































































































ある。2000 年に国内電子産業の生産額1は 26 兆円あったが、2013 年には 11 兆円に減
った。なんと半分以下である。さらに、2013 年には貿易収支が赤字に転落。過去 50
年で初めてである。なお、ピークは 1980 年で、黒字額は 10 兆円だった。(2013 年の)
赤字の内訳は通信機が 2 兆円、コンピュータが 1.6 兆円である。天然ガスの購入によ
る赤字額とほぼ同じ。ただし、電子部品は 3 兆円の黒字、半導体は 1 兆円の黒字なの
で、合わせて 5000 億円程度の赤字である。 
                                                        
1「電機・電子産業生産統計実績推移表」（一般社団法人日本電気工業会, 2015）によると、








































































 10～20 年後の産業構造の変化を考えたとき、ICT で起きた急速な変化が、ほかの産業
でも起きるはずだ。つまりほかの産業の生産性が急速に高まることになる。 
 世界との関係を考えるときに重要なのは新興国の発展である。需要、消費地としてか
























































































































2.2.3. 解決の方向性に関する議論  


































































③  介護にロボット技術は使えるのか  
 2045 年には、団塊の世代が介護を受ける時代になる。とても厳しい時代だ。ただ団塊
の世代が死に絶えれば、問題は解決する。 
















 介護施設では、ロボットは現実的ではない。多くの作業は「3 人×30 秒」で片付く。



























































































































図表  11 「製造業のサービス化」イシュー・ツリー 



























































② 保守運用によるサービス提供を可能とする条件、サービスの高付加価値化  
③ 保険・金融手法のプロダクト・サービスへの導入  
④ 製品開発体制の変化（メーカーからリテール、そしてユーザーへ） 
⑤ IoT、センサーネットワークの進化と新サービス 
⑥ 感性に訴えるサービスの構築  






















































まれつつある。B to C では食品メーカーのネスレや、B to B では建設機械メーカーの
コマツの例がある。 
 現在 B to C や B to B だけでなく、パブリックでもサービス化が進んでいる。例えば、
































てを 1 社では実現できない。問題は契約になる。誰がリスクをとるのか。 









 2013 年に事業を開始した。現在、1 年が経ったところだ。インターネットを利用して、
IC チップやモジュール、電子デバイスを試験、評価、解析するサービスを展開してい









































 ターゲット・ユーザーは中小企業。○○の複合機ビジネスの 8～9 割は中小企業である。



















































その結果、一人 1 台のパーソナル・モビリティと、一家に 1 台のロボットを統合する
ネットワーク”Cloud, Agent, Robot”の実現を目指す。 
 △△は、ロボットやモビリティは得意。しかし、ICT やネットワークの技術が十分で
ない場合は、オープン・イノベーションで実現していこうと考えている。 
 自動車の生産台数の累計は、約 15 億台にすぎない。携帯電話機（スマートフォン）は
























 第 1 に情報格差。国別で大きな情報量の格差が発生している。その一方でデータ量は
ものすごい勢いで増えている。世代別でもかなり違う。男女別ではほとんど同じ。億
万長者になると、情報システムの利用者は減ってくる。 




 モルガンスタンレーやメリルリンチでは、株へのアクセス数が 1秒間に 9万アクセス。
日本の野村証券は 4 万アクセス。2.5 倍もの開きがある。これも情報格差の一例だ 








 第 3 に、輸出入の関係。日本は所得収支が高くなっているので、海外への投資が進み、
海外からの利益が増えている。今後はサービス収支を増やして行かなければならない。 








 「Made in Japan」にこだわって会社全体で動いている。例えば、スーパーコンピュ
ータの「京（けい）」。パソコンは国内生産。携帯電話機やスマートフォンも国内生産
だ。さらに PLM（Product Lifecycle Management）ソフトウエアや CAD/CAM ツー
ルも自社開発品で、それをお客に提供している。 



































 ▽▽出身で、同社のソフトウエア子会社と EMS 子会社で社長を務めた経験がある。
原点はサービス。サービスを起点に展開している。 
 顧客満足度（CS）とはなにか。CS＝QCD（Quality, Cost, Delivery）×S である。S
はサービスと言う人もいれば、ストーリーという人もいる。QCD を頑張ると最後は C
の勝負になる。お客は最終的には、C と S のバランスで評価している。この CS をと








































































































































































































































































億～5 億円の売り上げでも参入するという中小企業があるはず。大手は 20 億円、100































 ビジネスの立ち上げに起承転結型の人材モデルがある。起は 0 から 1 を作る人。承は





























































































































































































































































 産業構成の変化に合わせ、労働需給のミスマッチの解消  
 労働によって生み出される価値の向上  
 多様な人材（女性・外国人・高齢者・障がい者など）の就労推進  
 多様な労働者や生活者がストレスなく活動できる社会の実現  
② 介護負担低減に向けた方策  
 介護サービスの質・生産性の向上  
 予防医療の推進  
③ 若者の就労機会の増強（人材育成、ワークシフト） 











































とって散布図に表示すると図表 13 のようになった。 
 
 







































































































































③  女性の就労問題  
 女性が ICT 技術の恩恵に良くするには、場所と時間に縛られない働き方が必要になる。
ICT 技術自体はすでに存在する。それをどう取り入れるかが課題である。私が経営す






























④  多様な人材の就労推進  

















































































































































とって散布図に表示すると図表 15 のようになった。 
 
 
図表  15 論点評価の結果（知識産業） 
 
2.4.3. 論点対処の方向性 












グーグルのような ICT 企業は含まれないのか。 
 保守運用は、サービスである。ソフトとハードとの関係はない。バリュー・チェーン
をどう運用しているかの問題だけである。SE 作業は、保守と同義である。つまり、















































































































⑤  見えないものが見えて幸せか  

















































































































































⑨  選別されたデータにこそ価値がある  
 現在、テールが長くなっている。多様なコミュニティがあり、いろいろな人が共有で
きるようになった。 





























⑪  自動翻訳機が多様性を担保する  
 現在、コンピュータ・サイエンスの人たちが言語解析に取り組んでいる。「オントロジ










































2.5. テーマ 5「都市・地域・コミュニティ」 
2.5.1. 論点の整理 
当該テーマに関する論点の事前整理を行った結果は以下の通りである。 
 都市・地域・コミュニティの話題は、大きく三つに分類される。第 1 に「急成長する
都市、都市への集中＠途上国」、第 2 に「成熟する都市・地域・コミュニティ＠日本」、
第 3 に「都市運営、財政の疲弊＠日本」である。これらの大分類の下に、様々なイシ



































図表  16 「都市・地域・コミュニティ」イシュー・ツリー 








































































































































とって散布図に表示すると図表 17 のようになった。 
 
 































問題は、いかに PR するかにありそうだ。 




























































































































































































































































































大、小の二つ。現実化する時期の選択肢は、2020 年、2030 年、2045 年の三つである。第 1
回、第 2 回の投票結果をマッピングしたのが図表 19 である。 
 
 
図表  19 論点評価の結果（食） 
 
この評価をふまえた上で、対応策（打ち手）を議論すべき論点について、参加者に優先
順位付けしてもらった（第 2 会投票）。第 1 回投票と第 2 回投票で上位だった論点は、以下
































①  一汁三菜を世界に広げる  
 現時点で、日本においては食品の効能表示が難しい。その一方で、米国は食品の機能













～3000 本あるが、日本食は 150 本程度しかない。これではデータが少なすぎる。積極
的に研究に取り組んで論文数を増やし、まとめれば立派なエビデンスになる。 














②  リテラシーが低い人には完全食を提供  
 健康と食には密接な関係がある。しかし、すべての人が食に興味を持っているわけで































































件だけだったが、2007 年には 12569 件まで増えている。 
 
④  遺伝子組み換え食物は受け入れられない  
 遺伝子組み換え（GM）農産物は、日本では受け入れられない。最初にきちんと議論
できなかったため、そこで拒否されてそのままの状態にある。しかし実際のところ、

















































































































































































































は大、小の二つ。現実化する時期の選択肢は、2020 年、2030 年、2045 年の三つである。







図表  21 論点評価の結果（コネクト化） 
 
 この評価をふまえた上で、対応策（打ち手）を議論すべき論点について、参加者に優先
順位付けしてもらった（第 2 会投票）。第 1 回投票と第 2 回投票で上位だった論点は、以下













































































































































































































































1. バリアフリーな関係構築  ― ○ ○ ○ ― ○ 
 言語のバリアフリー ― ○ ― ― ― ○ 
高齢者/障害者のバリアフリー ― ― ○ ― ― ― 
外国人のバリアフリー ― ― ― ○ ― ○ 
女性のバリアフリー ― ― ○ ― ― ― 
2. 不確実性の再現  ― ○ ― ― ○ ○ 
 複雑性、多様性、創造性の実現  ― ○ ― ― ― ○ 
レジリエント/ロバストな社会の実現  ― ○ ― ― ○ ― 
3. 冗長なプラットフォーム ― ― ○ ○ ○ ○ 
 拡張性  ― ― ○ ― ○ ○ 
MRO ― ― ― ○ ○ ○ 
オープン化（プロシューマ） ― ― ― ― ― ○ 
4. 人の生涯価値向上  ― ○ ○ ― ○ ○ 
 人の商品化  ― ○ ○ ― ○ ○ 
生涯教育  ― ○ ○ ― ○ ○ 
早期能力診断  ― ○ ○ ― ○ ○ 
5. 人の機能拡張  ○ ○ ○ ― ― ○ 
 健康増進  ○ ― ― ― ― ― 
能力補強  ― ○ ○ ― ― ― 
脳センシング ― ○ ― ― ― ○ 
6. 魅力の再発見  ○ ― ○ ○ ○ ○ 
 日本の基礎技術  ○ ― ○ ― ― ○ 
伝統工芸  ○ ― ― ○ ○ ○ 
おもてなし文化  ― ― ― ○ ― ○ 
7. ボリュームゾーンにおける費用対効果の追求  ○ ― ○ ○ ― ― 
 最新技術  ○ ― ○ ○ ― ― 
集積化による効率向上  ― ― ○ ○ ― ― 
8. ニーズとソリューションの可視化/マッチング ○ ○ ○ ― ○ ― 
 可視化  ○ ○ ― ― ○ ― 
ビッグデータ ○ ○ ― ― ○ ― 
情報マッチング ― ○ ○ ― ― ― 
9. 社会課題発見機能の構築（NPO） ○ ― ○ ― ― ― 
 NPO ○ ― ○ ― ― ― 
10. 教育の再構築  ○ ○ ― ― ○ ○ 
 高等教育  ― ○ ○ ― ○ ○ 
初等教育  ― ○ ― ― ― ○ 
社会人（生涯）教育  ○ ○ ○ ― ― ○ 























































































































































































図表  27 メタタグ「人の機能拡張」の構造および解決の方向性  
 
人の機能や能力を今まで以上に高めたり、弱まってしまった機能を基に戻したりするさ











































































なども活用できるだろう。2020 年や 2030 年の実用化がターゲットになる 
このほか、今後の都市設計においてもボリュームゾーンという考え方が適用できそうだ。


























































NPO や NGO の存在価値は、2020 年や 2030 年に向けて急速に高まっていく。すでに米国
では、ハーバード大学などの有名大学を卒業した学生が、一般企業を経ずに直接 NPO や NGO
に行くケースが増えている。社会課題発見の機能は、NPO や NGO にシフトして行くことは



































































































































（4）人の生涯価値向上  ○  ○ 
（5）人の機能拡張    ○ 








 ○  
（9）社会課題発見機能
の構築  
   
（10）教育の再構築  ○   
（11）サービス化  ○ ○  
図表  34 ビジョン作成に用いられたメタタグの一覧  
 
3.3.1 テーマ「経済」～生産性向上と雇用創出を実現する経済社会～ 

























































































































































































七丈 直弘 科学技術動向研究センター 上席研究官 
小笠原 敦 科学技術動向研究センター センター長（～2015 年 11 月）／滋賀医科大
学バイオメディカル・イノベーションセンター特任教授[2015 年 12～] 
日経 BP 社  
仲森 智博 未来研究所 所長 
三宅 賢一 未来研究所 副所長・プロデューサー 
山下 勝己 Tech-On! 企画編集 
朝倉 博史 未来研究所 上席研究員 
 
株式会社盛之介 
川口 盛之助 代表取締役社長 
 
株式会社キュムラス・インスティチュート 
岩井 秀樹 代表取締役社長 
 
○ 外部有識者 （敬称略、五十音順）。 
 
青山 和浩 東京大学 工学系研究科システム創成学専攻 教授 
石黒不二代 ネットイヤーグループ 代表取締役社長兼 CEO 
稲葉 潤一 ローソン 商品・物流本部ナチュラルローソン商品部 シニアマネジャー 
岩村 水樹 グーグル 執行役員マーケティング本部長 
海老原城一 アクセンチュア 戦略コンサルティング本部 マネージング・ディレクター 
円城 塔 作家 
太田恵理子 キリン CSV 本部ブランド戦略部 キリン食生活文化研究所 所長 
小倉 新司 日本電気 事業イノベーション戦略本部 CSO 主席戦略事業主幹 
木村 学 Cloud Testing Service 代表取締役社長 
熊谷 博之 富士通 産業・流通営業グループ プリンシパル・コンサルタント 
越塚 登 東京大学 大学院情報学環 教授 
澤谷由里子 早稲田大学 研究戦略センター教授 
下村 芳樹 首都大学東京 大学院システムデザイン研究科 教授 
宿輪 純一 三菱東京 UFJ 銀行 決済事業部決済管理グループ 上席調査役 
白河 桃子 ジャーナリスト 
杉江 幸治 コニカミノルタ 販売本部 ICT サービス事業統括部サービス事業推進部 部長
関根 千佳 同志社大学 政策学部大学院総合政策科学研究科 教授 





竹中 毅 経済産業省 商務情報政策局サービス政策課 サービス工学担当 
竹林 一 ドコモ・ヘルスケア 代表取締役社長 
時吉 康範 日本総合研究所 ディレクター兼プリンシパル 
内藤 耕 サービス産業革新推進機構 代表理事 
永原 裕一 明治大学 政治経済学部 教授 
西 和彦 須磨学園 学園長/尚美学園大学 芸術情報学部情報表現学科 教授 
西沢 邦浩 日経 BP 社 日経 BP ヒット総合研究所 上席研究員 
西村 吉雄 ジャーナリスト 
丹羽 真清 デリカフーズ/デザイナーフーズ 代表取締役社長 
林 信行 IT ジャーナリスト 
原 隆 日経 BP 社 日経ビジネス 編集記者 
原田 曜平 博報堂 若者生活研究室 アナリスト 
檜山 敦 東京大学 大学院情報理工学系研究科知能機械情報学専攻 特任講師 
福田 収一 スタンフォード大学 コンサルティング教授 
藤村 忍 新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター 准教授 
麓 幸子 日経 BP 社 日経 BP ヒット総合研究所 所長 
古谷 純 日立製作所 デザイン本部 主管デザイナー 
松木 則夫 産業技術総合研究所 四国センター 所長 
松原 健二 東京大学 生産技術研究所 特任研究員 
村上 博之 トヨタ自動車 パートナーロボット部製品企画室 主幹 
村瀬 博昭 NTT データ経営研究所 ライフ・バリュー・クリエイション本部マネージャー
米良はるか オーマ READYFOR?チーム Founder 
望月 洋介 日経 BP 社 日経 BP クリーンテック研究所 所長 
元砂 洋樹 三菱商事 企画業務部機能開発チーム リーダー 
森田 正康 ヒトメディア Founder＆CEO 
八代 嘉美 京都大学 iPS 細胞研究所上廣倫理研究部門 特定准教授 
柳川 範之 東京大学 大学院経済学研究科 教授 
山本 万里 農業・食品産業技術総合研究機構 食品総合研究所食品機能研究領域長 
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